
1 

論文の内容の要旨 

イラン・テヘラーンの 19 世紀半ばから 20 世紀初頭の変遷 

―「衰微」の時代の都市および建築にみる「融合」― 

 

ソレマニエ 貴実也 

（福元） 

 

19 世紀は衆知の通りイランのみならず、産業革命を成し遂げた西洋諸国とその影響下に

あったアジア、アフリカ諸国が前近代的国家から近代国家成立に向けて変革を求めていた

時代であった。そしてイギリスをはじめとした欧州列強による植民地化が世界規模に広が

っていた。こんな中、アジアにおいて数少ない独立国家を守り抜いたイランであるが、当

時の王朝・ガージャール朝の評価は、特にイラン国内においてきわめて低いものである。

イラン国内の中学校歴史教科書には、「ナーセロッディーン・シャー(1848-96 年在位)はそ

の長い在位期間にイラン国民に取り返しのつかない損失をもたらした。諸外国の影響力の

増大や無数の利権の売却は彼の時代に行われた。…イラン情勢は衰退の坂を転がり落ちて

いった。
1
」とある。建築史に関しても同様であり、イラン建築史の第一人者であるピール

ニヤー氏(1921-97 年)は、「ガージャール朝期の建築スタイルを衰微スタイルもしくはテヘ

ラーン・スタイルと名付けることが出来る。…少なくともガージャール初期まで続いてい

たイラン的美意識がナーセロッディーン・シャー以降崩壊した。」と述べている。 

上記「衰微スタイル」または｢テヘラーン・スタイル｣の発信地とされるテヘラーンであ

るが、18 世紀末首都に選定された当時の人口は 15,000 人
2
と言われており、全長 7,000ｍ

の市壁に囲まれた一地方都市にすぎなかった
3
。その後首都として徐々に整備されていくが、

1850 年代の旅行記にはこの都市が決して繁栄した大都市でなかったことが記されている
4
。

大きな転機は第 4 代君主ナーセロッディーン・シャーの在位期間に訪れる。それは 1867 年

から始められた旧市壁の取り壊しと、全長 19.2kｍの新たな濠と市壁
5
の建設であった

6
。こ

の計画により旧市街を取り囲むように新市街が建設され、新市街を中心に新たな計画街路

が建設されていった。そして上記首都整備に伴い、周辺都市から職を求める人々や、アル

メニア人をはじめとした異教徒がテヘラーンに流入した。更に西洋諸国のイラン進出に伴

い外交官や諸外国の技術者と商人がテヘラーンに集った。これにより 1869 年にはその人口
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が約 147,000 人にまで増加し
7
、更に 1922 年には約 196,000 人に達した

8
。この様な急激な

都市化とこれに伴う多様な価値観の共存は新たな思想や価値観を生み出したと同時に、従

来の伝統的価値観の衰退をもたらした。これこそが「衰微」の時代といわれる所以である。 

 ではこの「衰微」の時代、文化・経済・政治の中心地首都テヘラーンにおいて上記傾向

を支持する王、貴族、官僚および諸外国使者等と、抵抗しながらもこの時代に対応してい

く市民等はそれぞれ何を求めていたのだろうか。本論文ではテヘラーン旧市壁が取り壊さ

れ、街路が整備された 19 世紀半ばに着目し、その前後における都市と建築の変遷を分析す

ることによって、衰微の実態がなんであったかを明らかにすることを目的とする。 

上記目的を追求し、都市の規模が拡張された 19 世紀半ばのテヘラーンおよびそこに新た

に建設された建築物を観察すると以下のような仮説が導かれる。 

それは、決して「衰微」の時代として一括りに単純化されるのではなく、 

1 国民国家形成に伴う古代ペルシア文化への憧憬 

2 さまざまに生起する社会現象への人々による「無意識」の対応の集積 

3 西洋、とりわけ、イギリス、フランスへの追随 

の複合、つまり「融合」の時代であったとみなせる。本論文ではこの仮説を、王や国家

などの権威、諸外国政府、西洋化に反対する宗教指導者と商人、そしてこれ等の中をさ迷

う市民などの建築活動の異なる側面から考察し、「衰微」の時代の都市および建築の「融合」

のあり方を明らかにした。以下に各章の要約と本論文の仮説を立証に導く手順を示す。 

第 1 章は既往研究および本論文の主要資料を提示した、序章である。また章後半ではガ

ージャール朝期の歴史的位置付けを既往研究より整理し、同時期の社会情勢を再確認する

ことによって第 3 章以降に述べる都市や建築の変化の社会的背景を提示した。 

第 2 章では本論文の舞台であるテヘラーン市に着目し、歴史資料や既往の研究から、一村

落から市壁が廻らされるまでの歴史、更にその後首都に選定され整備されていく経緯を整

理した。そしてこれより本論文の焦点であるガージャール朝中期以降のテヘラーン都市史

を研究する意義を明らかにした。 

第 3 章ではマクロな視点から、都市としてのテヘラーンに着目し、都市の拡張と建設を

通じて王が求めていた理想都市と、当時のテヘラーンの実態との相違を明らかにした。ガ

ージャール朝期の 2枚の測量地図(1857年と 91年)に描かれている街路と街路沿いの全ての

建築物を一覧化し、新市街と旧市街の開発と成長の傾向を分析した。 

上記地図の分析より、旧市街内においても政府の開発とは異なる活発な建設行為が確認

された。それは旧市街中心の商業地区における商業施設の建設と旧市壁と濠の崩壊によっ

てできた新たな空地に移り住んだ地方出身者や異教徒の街区建設であった。 

第 4 章では第 3 章より明らかとなった商業地区バーザールの成長に着目し、新市街整備

後もなお成長し続けるバーザールをよりミクロに分析するため、その商業施設の建築形態
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8  J. Shahri,Tārikh-e Ejtemāi-ye Tehrān,Khadamāt-e Farhangi-ye Resā,1999,Vol.1,p.61 
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を分析した。 

上記分析より保守的な立場の商人等が集う商業建築が、新市街の建設や西洋からの工業

製品の輸入に伴う急速な社会の変化に機敏に対応し、より多くの貸室数と商談や接客空間

を備えた施設へと変化していったことが明らかとなった。その結果としてバーザール西に

有蓋通路と小中庭および有蓋小中庭が面的に広がる商業区域が発展した。 

第 5 章では旧市街中心の宮殿街区内に建つ宮殿建築および市外の離宮を分析し、王の対

外的な姿勢、または個人の理想とした空間の実態を追求した。 

18 世紀までのイランは隣国オスマン朝を意識し、イスラーム教シーア派の国家としての

立場保持に努め、これを前面に出すことにより国政の強化に努めてきた。一方 18 世紀末ト

ルコ系遊牧民族からイランの君主へと上り詰めたガージャール朝は、シーア派的血脈を持

つサファヴィー朝と異なり、先ずイラン・ペルシアの王としての正当性を示し、国民の団

結を図る必要があった。その表れがファタリー･シャー(1797-1834 年)以降の宮殿建築にみ

られる古典復興的モチーフの多用である。しかしその後、ロシアとの戦争における敗北

(1804 年、1826 年)や、領土の縮小、そして欧州列強との様々な不平等条約の締結により、

西洋化が進められた。一方古典復興の動きはペルシア帝国とローマ帝国の共存の歴史から、

西洋諸国と古代の共有を求める動きへと変化していった。この様な時代を反映して、宮殿

建築にも古典復興的要素と西洋的要素の共存と融合が確認できた。 

第 6 章では市民がその担い手である住宅建築に着目した。現地調査資料を基に現存する

19 世紀後半の住宅建築を考察し、これらの平面計画、立面および意匠の変遷から、「衰微」

の時代に建設された住宅建築の実態を明らかにし、当時の市民の生活様式や理想とした空

間を考察した
9
。 

考察の結果、平面計画では従来の公的空間と私的空間の概念が薄れ、更に建物へのアク

セスを振り分ける空間や通路の省略が多く確認された。これらは過密化する都市生活と近

代化に伴う住宅計画の変化であり、これに伴って血縁関係にない他者との同居や他宗教の

信者との共存がみられ、生活スタイルが大きく変化した。 

立面や装飾においては、特に外観に西洋の影響を受けた円弧や半円形アーチが多用され、

加えて、ペルセポリス遺跡を連想させる石柱や古代君主の姿が描かれたタイルが使用され

た。更に上記西洋的要素およびペルシア的要素と並行して、内観装飾ではサファヴィー朝

期までのイラン・イスラーム的要素であるムカルナス(鍾乳石飾り)や尖塔形アーチが用いら

れた。 

第 7 章ではこれまで明らかにしてきた、19 世紀半ば以降の西洋化と近代化を意識した都

市計画や、古典復興主義と西洋化が融合した建築の傾向が、20 世紀に入っても引き継がれ、

更に加速していった様子を明らかにした。都市全体の開発としてはナーセロッディーン・

シャー期に始められた都市計画街路と広場の整備を述べ、20 世紀初頭の都市計画がナーセ

                                                   
9
 現存し調査対象となった住宅は、官僚や大商人などの住宅であり、労働者などの一般市民の住宅を確認

することは困難である。そのため一般的な傾向や生活スタイルに関しては統計調査や当時の日記などの

歴史資料を参考にした。 
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ロッディーン・シャー期の開発の延長線上にあったことを示した。また 18 世紀から続く旧

市街中心の商業地区バーザールの開発と商業施設の建設に着目し、1891 年の地図に見られ

たバーザール西の開発の延長線上に現在のバーザール中心地およびパーサージュ（商業施

設）群があることを明らかにした。 

結章である第 8 章では第 3 章以降示してきた都市や建築の変遷を振り返り、ガージャー 

ル朝後期の都市と建築が、仮説にて挙げた 3 項目の融合から生まれたことを示した。 

しかし、20 世紀に入ってから上記西洋化と古典復興主義が一人歩きを始め、パフラヴィ

ー朝期にはペルシア帝国2500年祭に代表される過剰なまでの過去への回帰やテヘラーン北

の急激な近代化が推し進められた。その歪みが 1979 年のイスラーム革命であると私は考え

ている。その反省を一助として、様々な要素が融合しながら、共に発展の道を築こうとし

ていた 19 世紀半ば以降から 20 世紀初頭を掘り起こし、「融合」の姿を人々に提示すること

が必要であると考えている。そして、今こそガージャール朝期の建築や街並みが、過去の

一記憶として見直され、保存されるべきではないだろうか。 

 


